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1 はじめに
LSI内コア間の高速大容量データ伝送を可能とする低

電力シリアル伝送回路の実現が求められており、これに
使用するデータの時分割多重（MUX）/分離 (DEMUX)
回路では、さらなる高速化、低電力化が期待されている。
今回我々は、擬似クロックドインバータ型Dフリップフ
ロップ回路が、MUX/DEMUX回路の要素回路として高
速化・低電力化・小面積化に有利であることを明らにし、
MUX/DEMUX回路の詳細回路設計を行い良好な結果を
得たので報告する。

2 高速・低電力化に有利な D-FFの構成
D-FFはD-latch回路 2つによって構成される。図 1に

今回採用した擬似クロックドインバータ構成の D-latch
を示す。これはクロックドインバータ型の D-latchの入
力を nMOSのみにすることにより、入力容量を低減し
高速化を図ったものである。また、各構成ともレイアウ
ト設計まで行い、配線接続の寄生インピーダンスを考慮
し比較した。この比較ではD-latchを三段繋げ、D-FFの
出力をみることで入出力の負荷を考慮して評価をした。
擬似クロックドインバータ構成は 1Gbpsから 20Gbpsで
動作し、低電力性において最も優れているためこれを採
用した。

3 4:1 MUX/1:4 DEMUX回路の設計
以上の検討結果をベースに 4:1MUX/1:4DEMUX回路

の設計を行った。図 3に回路構成を示す。[1]擬似クロッ
クドインバータを用いた場合は、ラッチ動作でセレクタ
動作が可能となるため、通常用いられている 2:1MUX
出力部のセレクタ回路の省略し、低電力化を実現した。
90nmCMOSプロセス適用を想定し、回路設計を行った。
その結果、最高動作速度 24Gb/sで、0.1mW電力を削減
し、1.1mW＠電源電圧 1Vの実現の見通しを得た。

4 まとめ
高速・低電力特性に優れる擬似クロックドインバータ

構成のD-Latch回路を用いたMUX/DEMUX構成を明ら
かにし、その有効性を 90nmCMOSプロセスを想定した
回路シミュレーション結果により確認した。
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図 1 擬似 nMOSクロックドインバータ D-latch.

0.01

0.1

1

10

0 1 5 10 15 18 20 25 30 35 40 45 50 55 60

Gbps

nMOS

CMOS

CML

nMOS

図 2 Dラッチの比較結果.
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図 3 MUX回路の構成.
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